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研究成果の概要（和文）：健康の社会的格差とその仲介因子、格差縮小をもたらす介入について分析を行った。
バングラディシュの糖尿病患者教育における健康格差について分析し、糖尿病の医療が提供されても、貧しい世
帯の患者は医療機関の受診が少なく、疾病の自己管理の実践が伴わないことが、血糖のコントロール状況の格差
の仲介因子であることを明らかにした。日本の学校単位の健康推進教育と健康格差縮小との関係において、社会
経済水準が低い地域では効果が健康推進効果が限定的であることを明らかにした。フィリピンの高齢者におい
て、世帯の豊かさによらず加入が可能な医療保険制度の導入により、医療保険加入と医療利用の社会的格差が縮
小したことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：[Mitigating the Health Promotion Paradox by identifying mediators of social 
gradients in health] Health inequalities between the rich and poor are generally observed. Disease 
prevention programs widen these inequalities if they do not consider the “health promotion 
paradox”. The study investigated social gradients in health and addressed mediators to mitigate 
socioeconomic disparities in health. Analysis of 500 type-2-diabetes patients in Bangladesh revealed
 that irregularly scheduled clinic visits and non-compliance to the self-monitoring of blood glucose
 mediated the economic disparities in glycemic control. Analysis of healthy lifestyle education at 
schools in Japan in a study of 2,043 children revealed limited health outcomes observed in the areas
 of low socioeconomic-status. Analysis of healthcare use of 25,217 older adults in the Philippines 
revealed that the introduction of a universal coverage of health insurance was followed by equal 
access and equal use of health services. 

研究分野：国際保健
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
一般的に社会経済的水準が低い集団に疾病が多く社会的健康格差と呼ばれている。標準的な疾病予防治療プログ
ラムを導入することにより豊かな集団は健康改善がすすむ一方貧しい集団の健康改善は限られ、健康格差がさら
に拡大することがある。これを「ヘルスプロモーションパラドックス」とよぶ。社会経済水準の格差と健康の格
差との関係を仲介する因子を解明し、患者の知識や行動変容、受療行動における健康推進の効果が、社会経済的
水準が低い集団において得られる介入手法を開発することにより、社会的健康格差の拡大を回避する必要があ
る。本研究は、健康格差を最小化する健康推進介入手法を研究するモデルを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) ヘルスケアを最も必要としている人たちが最もケアを利用できていないということに
ついて Inverse care law （逆ケア法） という概念が Hartによって提唱され（1971）、健康の
公正性（Equity in Health）に注目した研究がすすみ、Inverse Equity Hypothesis（公正性逆転
仮説）が Victoraによって提案された（2000）。さらに、社会的に不利な状況におかれた人々
への支援と能力拡大によって equity in healthの達成をめざすための研究と実践の必要性につ
いて、Evans らにより指摘されている（2002）。健康の社会的格差の研究課題は、WHOの諮
問による Commission on Social Determinants of Healthの報告（2008）により整理された。ア
ウトカム指標、プロセス指標のいずれをとっても、健康の社会的格差が存在することは広く
知られるようになり、洗練された分析手法が開発され、大規模データに基づく研究成果も蓄
積されるようになった。しかし、「健康の社会的格差を縮小するにはどうしたら良いか？」
という問いに的確に答えられる研究成果は限られている。 
 
(2) 健康の社会的格差を経時的に分析すると、格差が縮小していないかむしろ格差が拡大
している場合がある。たとえばフィリピンの母子保健に関する指標の解析では、妊婦検診の
受診率の格差は縮小したが、専門家介助による分娩、医療施設での分娩の割合の格差は縮小
していない（Molina, 2013）。健康格差を縮小する公衆衛生活動の介入効果の解明やその理論
を構築することにより、単に格差を記述するだけでなく、「公正」「社会正義」を実現する方
法を導く研究が必要である。標準的な疾病予防治療プログラムを導入することにより豊か
な集団は健康改善がすすむ一方貧しい集団の健康改善は限られ、健康格差がさらに拡大す
ることを「Health Promotion Paradox」とした場合、これによる格差拡大を最小化することに
注目した研究が求められる。 
 
２．研究の目的 
(1)糖尿病の患者の治療成績における社会的格差について、社会的格差と血糖のコントロー
ルとの関係の仲介因子、(2)食糧不安の状況下において、脂質、糖代謝指標が良好であるこ
との仲介因子、(3)地域の社会経済状況が、学校単位の子どもの健康増進プログラムによる
齲蝕の予防との関係、(4)高齢者の医療保険加入状況、受療行動の社会的格差の経年変化を
分析し、社会的格差の縮小と関連する医療、社会保障制度について分析を行う。これらに
より、ヘルスプロモーション介入による健康格差が拡大する「Health Promotion Paradox」
を記述し、さらに、健康の社会的格差の縮小をもたらす介入のモデルを提案する。 
 
３．研究の方法 
(1) バングラディシュの 500 人の成人 2 型糖尿病患者を対象とした多施設共同前向きコホ
ート研究のベースライン調査のデータを用い、社会経済水準（SES）と血糖コントロール不
良との関連と、これに関与する潜在的に変更可能な要因について分析を行った。 
 
(2) 食糧不安に直面しているアフガニスタンの 600 人の学校教師の脂質代謝指標と糖代謝
指標を調査し、それらと教師の非感染性疾患（non-communicable disease: NCD）に関する知
識との関連を分析した。糖・脂質代謝指標、高血圧、メタボリックシンドローム、肥満、ラ
イフスタイルと、世帯の食糧不安状況及び NCD に関する知識との関連性の分析を行った。 
 
(3) 児童の口腔の健康推進活動に積極的に取り組む日本の自治体の、小学 5 年生の児童
2,043人を対象に、学区ごとの社会的特徴も考慮して、児童のう蝕の有病状況と、個人や学
校・学区単位で関連する要因との関連性を検討し、学校全体での歯みがきへの取り組みおよ
びその設備環境との関連性を検討した。う蝕は DMFT で計測し、DMFT 値と説明変数との
関係は、zero-inflated negative binominal (ZINB) regression を用いて解析した。 
 
(4) 2003 年から 2017 年のフィリピン国家人口保健調査(PNDHS)に参加した 60 歳以上の
25,217 人のデータを分析した。①NHIP（国民健康保険プログラム）加入、②主観的疾病状
況、③医療施設受診、④医療施設入院を主な結果変数とし、concentration index （集中度指
数）、concentration curveにより不平等性を分析し、回帰による要因分解分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) バングラディシュの糖尿病患者の健康調査から、薬物療法を順守しないこと（調整オ
ッズ比[AOR] = 1.07, 95％信頼区間[CI] 1.04-1.13）および食事療法を順守しないこと（AOR = 



1.04, 95％CI 1.02-1.06）、うつ症状が（AOR = 1.05, 95％CI 1.04-1.09）、血糖のコントロール不
良と有意な関係を示した。不定期の定期診療訪問（AOR = 1.04, 95％CI 1.03-1.06）などの糖
尿病ケアに関する基本的な保健サービス関連の実践を順守しないこと、血糖の自己監視を
実践しないこと（AOR = 1.05, 95％CI 1.03-1.07）は、血糖コントロールが不良となることの
仲介因子であることを明らかにした。これらの要因は、糖尿病患者の血糖コントロールを良
好に保つことにもたらす社会経済的格差を緩和するための仲介因子と考えられた。 
 
(2) アフガニスタンの学校教師が直面する食糧不安と糖・脂質代謝指標及び生活習慣病に
関する知識との関連性の分析結果では、食糧不安状況は、果物や野菜の摂取量の減少、イモ
の摂取量の増加と関連していた。食糧不安状況は TCの増加、HDLの減少、HbA1cの増加、
高血圧症及びメタボリックシンドロームの診断と統計学的な関連性があった。食糧不安の
状況下で生活する人々の間では、NCD に関する知識が高い場合は、TG≧150 mg/dL、HDL
≦40 mg/dL、およびメタボリックシンドロームの診断の率が低いことと関連していた。食糧
不安の状況にあっても、NCD に関する知識を有する場合に、 NCD のリスクを回避する行
動を選択している可能性が示唆された。  
 
(3) 日本の学校単位の健康推進教育と健康格差縮小との関係を分析した結果、学校全体で
の給食後の歯みがき活動の実施は、学区ごとの社会環境指標等を調整した後でも、児童の
DMFT=０というステータスと関連していることが示された。社会経済水準が低い地域では
効果が健康推進効果が限定的であることを明らかにした。う蝕の有病率が低い児童の集団
においても、学校全体での歯みがき活動の実施が児童の DMFT=０というステータスと有意
に関連していること、学区単位の社会環境指標によって DMFT 平均値に有意に差があるこ
と等が示唆された。 
 
(4) フィリピンの高齢者において、2003年から 2017年にかけて、60歳以上高齢者の NHIP
加入率は、9.4％から 87.6%に増加した。集中度指数は 0.3000 (2003年) から 0.0247 (2017年) 
に減少し、NHIPカバレッジの富裕度による不平等の減少が見られた。また主観的疾病状況、
医療施設受診、入院も同様に富裕度による不平等性の縮小が見られた。世帯の豊かさによら
ず加入が可能な医療保険制度の導入に続き、医療保険加入と医療利用の社会的格差が縮小
したことを明らかにした。 
 
社会経済水準の格差と健康の格差との関係を仲介する因子、条件を検討し、社会経済的水準
が低い集団において得られる介入手法を開発することにより健康格差を最小化するモデル
を示した。 
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